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このたび本市の南部、 三山木地区において、 ITI辺地灰に続きλ;脱院な土地区両整

限 l'躍が実施されることになりました。

このIX:域 Ji?には、 l日中itI跡などの造物散布地がありますが、実態はよくわかっ

ていません。そこで、 l主同'1轄理事業と~I!雌文化財との川市な訓格をはかるため、ま

". た、この医域には 『続日本紀』にみえる奈良時代田駅家である山本駅が合まれる口J

能事lもあり、事前に13:域の試制調貨をUl¥泊跡の範附や性絡などを杷保する必且f

がありま Lた。

以後にな りましたが、 今岡町調査にあたりましては、 ニ山本 lこ地区Illij~ f1l! lHXi関

係の方々、一l地所有者の方々、関係機関をはじめ多く町方々のご協力 ・ごm噂をい

ただきましたことをお礼申しあげるとともに、今後とも担!雌文化財に対し、ごE..M解

脱りますようお願い巾しあげます。

平成10'1'31"1 

京出辺市教育委員会

教行長 村 旧 新 之 昇
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1 A< ，~1は、 );tlH .ìめ liが行う三山木地区特定!日地JX: I由l略目l T/1業に ともない、、1' 1"， 9

1fJ.庄に点川辺T!T教行委員会が行ったIi"iJ地区内の成制訓告の慨躍である。

2 !l.!地調査は平成9Tf11月5日に開始し、平成10TI'3 H271，1に終 fした。

3 J，j伐の制l織は次のとおりである。

訓告主体 );~lll辺市教育委員会

品j1'u'1l下./t皿ll1辺r"f'j教育委員会教育長 村111新之針

調査指導 )J!都府教育委以会 ・京m辺市文化財保護委jj会

調査l11~者" 'M田辺市教育委員会主l 会教討課雌野ーよ郎

向 上 u.Ei鰐耳lー

調査。l '務局以111辺市教背委þl会社会教育~ (課長奥UI i，'i) 

調査参加!-n "'~III知披琢上 ・ 浜上宏基 ・ 安í'r義ßU ・ 加藤b，也 ・ 徳主利j~ ・ 岩 fn大前1 ・

近脱走紀 ・再開里美 ・府本市代 ・内川マリザまゆみ ・前札Ii!i.xミ ・

曲 1:H ~Vl子 ・ 瀬間沙織 ・ 拙肉，)1 111 (.・JJ;tクニiI

4 43;』の執'1¥・編集は牒肝 ・五円併が行 った。



はじめに

京111辺市では、市南部の三1LI木地区において、約32加に及ぶ大規脱な土地区画整~1!!JI業

を行うこととし、平成 7年11月京悶辺市教育委H会(当時は聞辺1!Ij)に対L、町議文化財

についての協議があった。当委員会では、当該地については問中i!l跡 ・直1Hi!l跡 ・山崎北

方.iu跡 ・宮ノf"i!l跡が合まれているところから、事前の発銅淵査が必嬰屯行凶答Lた。 そ

の後協議を頂ねるなかで、 とりあえず区域全体を対象とした試掘調査を実施し、 その結果

をもとに再度協議を行うこととした。

平成9年 HJ点111辺市長から当委員会に対し試掘調査の依頼があり、平成9年l1J'J5日

から現地調査を凶始、対象地が広大なためH'I道八幡本津線と府道生駒井手線の交点(二又

交差点)を中心に北東部・凶部 ・南部 ・中央部へと順次調査地点を移動 Lて行L¥平成10

年 3mnlに全ての調査を終えた。

なお、土地所有者白方々をはじめ、 三山本区両整.l!1[事務所などの関係機関、暖冬とはい

え寒中あるいは刷天のなか刊主に従事された皆さん、その他多くの方々の協力によって今

同白調査が行われた。紀Lて心から感謝したし、。

調査地位置図 (S ~ 1 15，000) 



2 位置と環境

京間辺市は京都府南部に広がる南山城平野を北流する木津川の左伴にあり、京都と奈良

を結ぶ直線上のほぼ中山lに位置する。市の西は!U~山系に速なる京阪奈E陵であり、東は

木津川によってつくられた平野をもっ。西田丘陵は大阪府p，平と呼ばれる砂際問から成り、

地形は木津川へ注くγl、河川により開析谷 ・扇状地を作りilJl、その河川の多くが平野部で

天井川となり独特の景観を呈している。

今回の調査地は京l到辺市の南部にある三山木地区に位出し、近鉄 ・JRの両三山木駅を

中心としてその周辺地峡である。この地区は 2本の鉄道が南北に扱走 L、附道八幡木津線

と府道生駒井手線とが交差する地点で、 13I田辺市南部の交通の要地である。

三山木地区の歴史的な環境を周囲の遺跡からみると、純紋時代白石株が調査地近くの山

崎神剖に所蔵されている。明主主時代では前期の追跡と Lて宮ノ下追跡、官ノ口追跡があり、

特に宮ノ下地跡では当教育委員会が調査を行い、前期自治構がみつかっている。後期lにな

ると高地性集務が東は飯岡独立后陵に飯岡泊跡が、凶四丘陵には田辺天神山地跡(現在同

志社校地内に保存展示されている)がそれぞれ営まれており、この時期の南山峨地岐を考

える上で興味深L、。

続く古墳時代になると飯聞の丘陵上に古墳が現れる。前期には全長約90mの前方後円取

である車塚古墳が築かれ、中開jになると南山城段大級の円墳で径約60mの規模を持つゴロ

ゴロ山古墳、径約38mの円墳の薬師山古墳、そして 3面白鋭など多彩な副葬品が/:11土した

トヅカi!;"1ft (径約20m・円噴)が築かれる。車塚117噴は、昭和51年(1976)に行われた調

査で境丘段下段の立石とその外周に設i置された桁円筒楠輪自列が確認され、石室内部から

は明治年間に刀剣のほか石釧 ・管王毎回石製品が11¥ニiニLている。後期には飯岡崎穴が造ら

れている。西部には山崎古噴群 ・宮ノ口古墳群など小規艇な古墳群が築かれている。

奈良時代になると三山木廃寺(白鳳時代~鎌合時代)が建立される。また田辺の地には

平城京から太宰府まで続く山陽道が区道として強制される。 『続日本紀』和銅4年 (711)

の条には綴喜I，'sに山本駅が設けられた記事がみえ、それは三山木東部にある山本JIl瑞の付

近であると惟定されている。

また中世では宮ノ口泊跡から鎌倉時代後用!の建物群や池 ・JI戸跡が多数の土器を伴って

みっかり、この地が交易の幹迫として栄えたことを物語っている。

このほかこの地峡白文化財としては、 ~j3"(寺田千手観音立像(平安時代)、白山者IrlJ 本

殿(室町時代)、佐牙神社本殿(桃山時代)があり、軍~文化財の指定を受けている。

以上にみるように三山木地区は、かなり扱密度に地跡町分布する地壊であると推察され

る。それは今後の調査により、さらに明らかになるものといえよう。
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1 図中遺俗 2 山崎北方遺蹟 3 直図遺跡 4 宮ノ下遭'* 5， IU辺城跡 6 田辺遺跡

7， !I!戸内明r.I 8 興戸遺跡 9 大切遺跡 10 雨垣内遺跡 " 関戸官ノ jjif遺跡

12. lT1辺正純l山追跡 13 ド司古Jnll'l 14 マムシ谷窯跡 15 新京苔航跡群 16 郎詩週跡

17， lIi問追跡 18 駈附'ILtjt占jJl 19 ゴロゴロ山古墳 20 藁師山古墳 21 トヅカ古墳

22 雌問団山 23. "i'ib{敷追跡 24南山追跡 25 山崎古墳I.!，26 三山木施79跡 27 佐牙垣内遺跡

28， !色町泊跡 29 日ノ 口古墳r.I 30 鼠敷田遺跡 31 宮ノ口追跡

周辺主要遺跡図 ( S ~ 1: 25，0∞) 
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3 調査経過

調査に先駆け29か所の調査地を設定、行程は北*郎 ・阿部を11)Jから12Hに、南部 ・中

央部を IJJから 3JJにかけて調査を行うことにした。調査の手刷は晶i削の後、 l間断Ifii区!

の作成や発舶i状況写真由撮影 (場合により平仮dllJl;1lで記録し、その後逐次長11戻した。ト

レンチ設定地点にi附地が多いため、入力による悩削 .l!i!民しを行ったが、盛 Iが厚い地

点や市機の進人が可能と判断Lた、 5・6・7・10・20の名卜レンチは重機を使JfJした。

またトレ yチの大きさは 3x3mない し3x5m、深さ 1m程度をJ占本とし、品1ft地の大

きさに作わせ迎rrの大きさに設定している。以ト、円付順に終泌をまとめる。

II)JI3H-20円 まず23 ・ 24 トレンチから掘削を始める。 (2Icl ~から雨が降り中断す

る)23トレンチでは耕作土すぐ下で.ii1梢をみつけ、このII;iで調査を終えた。 24トレンチは

泊物包合防に粘 t防が就く。

II)J 20円-12)J5 R 25・26・27・28トレンチの調布。まず25トレンチから始めた。中

段で耕作満がみつかり、その F陪から瓦;f12椀などを合む附を曲f/J!.、侃り Fげた。 一部を断

却lり、 i自梢をみつけitI物を取り lげた。(このころ頻繁に雨が降り行制が遅れはじめてい

る)26・27トレンチは足元がぬかるみ調査が難航、治物包合Mと迎綿があると思われるIlii

を雌越して終わる。

12JJ 5ト1-12卜 ・29トレンチを調資する。 29トレンチではi立構こそみえないが、 j

側出IIIt7[:がまとまってみつかった。下届には何もなかった。

1m 101'1-151，1 2・3・4・8トレンチ白調在。何もみつからず終 f。

12月171，1-251'1 5・6・7卜レンチを淵査 Lた。(軍機嗣削担当 H刷天だったが強行

している) 5トレンチではllJ構がみつかった。6トレンチではili物が少しみつかる。

新年 1) J 7日 15・16・22卜レンチ白調査を行った。 何もみつからず終 f。

1 JJ 9 H-20円 17・18・19トレンチ白調査。(浪溺の朝)19トレンチから開始。砂質

l 上にピット屯どをみつけたが、水が初き~\そが届lれはじめたので記録を取って終了。下回

の堕から~J，/Ll:探がみつかった。 17 ・ 1 8 卜レンチではitI物が少!o.tみつかった。

1 fj19H-27R 12・13・14トレンチを調査する。13トレンチにはUHな造物包合病が

みつかり、 12トレンチではitI楠と共に弥生上司2・サヌカイト塊がみつかる。

1 JJ27H-31"1 9・IIトレンチを調食。i丘物が少Ii.tみつかる。

2JJ 2 H-3JJI9FI 10・20ー 1-5トレンチの調伐を行う。 10トレンチでは弥生土器

白人った柿がみつかる。 20-1卜レンチでは挫物跡が、20-2トレンチでは奈良時代と弥

生時代目桝が岳なってみつかった。また、各トレ ンチからはJI代から<.j.<.jせの地物がかなり

みつかっている。
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26トレンチ 29トレンチ

18トレンチ 13トレンチ

10トレンチ 20-1トレンチ
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4. 主要トレンチの概要

23トレンチ (点fJJfU34需地)

占代から中II(の遺物包合屈があり、表土か

らが~O.4 m の深さで.u.t構而である硬い灰槌色

砂'IT1:1ciとなる。立I梢而からは中世のものと

みられる車IH1õÌl?/と、その滑に切られたJ~でピッ

トをみつけた。ピット内部からは奈t!時代の

1".nIT総 (32)がみつかっている。

25トレンチ (/11中17帯地 2) 

地J，([fIiからが~O.6m のところには近世の緋

11澗仰が昧 lーの lニにある。その F崩にはU苦悩

色砂質上の地物包合Mがある。吏に下陪から

はピ y トと土峨がみつかった。ピットからは

~lüH ;r.i と本Jj-がみつかり、 i 墳からは瓦器椀

や l附加がみつかっている。治物包含脳から

は;n物 (1-15など)がみつかっている。慨

ね、l'安Il!i代後即lから鎌u時代初日Hのものが多

く、この時JtJには周辺地域に集落があったこ

とが#えられる。

5トレンチ (t芥浦I1需地-4) 

I1，JV附土から約O.8mの深さで砂混じりの

陪灰色粘 t白iU物包合H'iと屯り、その F陪が

;n柳田!となる。Ju梢而 lには耕刊摘が東西に

(111びそれに伴うとみられる水路がみつかった。

本路白内部からは瓦;r.i腕底部 (17)などがみ

つかっており、、ド1i.時代後期凶白地構である

とみられる。

また泊梢[fii1では水路と同時期とみられる

瓦出腕版部などの;n物 (6) もみつかってい

る。

8 

23トレンチ遺纏完損状況 (西から)

25トレンチ 土層断面(西壁)

5トレンチ 闘査風景(西から)



12トレンチ (柳ヶ町63帯地)

J A =Lir本文jgの北側の台地にあり、地表

而から約0.5mの深さでiB構[日にあたる。 i直

杭n師には~~~柱j色の土が入り込んだ土蝋やピ y

トがみつかり、土域どうしの切りあいが認め

られた。造物は土掛から弥生上探 (22)や石

探の材料のサヌカイ卜塊が、ピットから弥生

士協がみつかった。さらに北獲する10トレン

チでも弥生 L器のみを合んだ自然流路がみつ

かっていることから、この同開には弥生時代

の追跡が広がることがわかった。

20-1・2・3・4・5トレンチ (74飛7帯

地ほか)

近鉄三山本駅の山側の広い空地にこの調査

地はある。 5ヶ所の卜レンチを設定し20ー l

-20-5と名づけた。1;代から中世のitI物包

含肘が各卜レンチで確認できる。

20-1卜レンチでは百灰色砂''i1上の泊構而

から、弥1.[戸時代の椛や、奈良時代とみられる

ピン 1 111、上墳がみつかった。ピットのいく

つかは村穴になり、他物跡 3l!1t分を復!血する

ことができる。以灰色砂質上が入ったピット

からは土師協が、 土績からは~rD也J14がみつかっ

た。また辿物包合間からは奈良時代の軒平瓦

がみつかったことも自目される。

12トレンチ (東から)

20-1トレンチ (西から)

そのほか13卜レンチには 3JMの良好な迫物包合同が認められ、 20-1卜レンチの陶側に

ある 19トレンチでも ピットダIJがあり、その F附からは弥生士総がみつかっている。 29卜レ

ンチでは遺構こそみつかっていないが、瓦器椀 ・l二師日:ilHlがかたまってみっかり、刷凶に

中l止の.i..u跡があるようである。また26・27トレンチからもNj干な辿物包含Mがみっかり、

治跡の広がる口J能性が日い。 一方、 1・2・3・4トレンチ、7・8・9・11トレンチ、

14 ・ 15 ・ 16 ・ 17 ・ 22 卜レンチの各範聞ではi立物包含I\~iゃ安定した而をみつけられなかった。
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5.遺物

調査でみつかっている.iu物の内で大部分を占めるのが l二総である。 各周lの泊物がみつかっ

ているが、日的には鎌合時代の造物が多いよつである。111Iュi'I物は士訟では弥生 t出 ・iニ

師日4・5ii41J15・瓦21t・陶探 ・舷;mが、そ白ほかでは石製lu・木製JIll・木片 ・柏愉 ・瓦など

がみつかっている。今回まとまってみつかったl:6.iO)いくつかを布に図示した。

( -(5の.iU物は25卜レンチ泊物包合間でみつかった。そ白うち 1-5は |師犯である。

1-4は円俗7.7cm(1) -9.9四 (4)の小1111、5は円筒12.9cmのよIIIlで、円鋭部は横ナ

デによる;制棺がnわれている。 また 3-5は!寸松山市iを外側につまみII:Lている。 6は白

磁の 1111で、 7 は !こ1磁腕の荷台市日である。 fiiJれも中国製の輸入f菌加である。 8- 1 2は瓦~i腕

で、rI筏は14.0cm(8) -15.4叩(Jのをはかる。休部の外1mにはド方までミガキが施さ

れ、 12は!l!にミガキが口縁端部にまでいたる。 9の見込み部には蝉能状の附文が施されて

いる。 13は円筏9.1cmの瓦掠1111で、見込みからrI縁部にかけてよい附文をもっ。 14は外lfii

に制lいタテハケをもっ地輸の底部である。 15はJ師i告の羽設で21.1cmのl寸律をもっ。底部

はなく 、かなり使い込まれていたのか外IfIIは全体に燃がつき、内i町は!喧粍して調軽等は不

明である。これらの泊物は14を除いて、瓦総腕でみると概ね平交時代後期から鎌倉時代初J

E闘のものであると!と1われる。

1 6 ・ 1 7は 5 卜レンチの地物で、それそ'れjfì1~11ii I二と.iu構内からみつかっている。 何れも

瓦出腕服部では込みにはジクザク状の附文がある。平安時代後期ヒtiのものと!L1われる。

18-21は13トレンチはのill物包合防でみつかっている。 18・19は以南tr陶Thi腕で白灰色町

胎 tをもっ。 18は 1-1 従 13.4 cmの口縁部である。 1 9は l河合耶で乳 1-'=1 ~白鞘1がかかる。 20はm

，¥!.¥6.iの阪市日で、21は円筒27.8cmをはかる*嬬系;/1恐慌の鉢である。

22は12卜レンチでみつかった弥生上探の底部である。

23-31は29トレンチの遺物である。 23-26は土師協の小1111で、 rI任は8.1cm (23) -9.2 

cm (26)をはかる。円縁部の調盤は横ナデで、以めの'IZらなIii::1i~をもっている。 27-29 は

士制球大目IIで12.6co(27) -15.1咽 (29)の口径をもっ。 30・31は瓦:r.i腕であるが全体が

淡他色で、焼さがあまい製品のようである。これらはまとまった形でみつかっており、鎌

治時代のものと出われる。

32・33は23卜レンチのi古物である。 32はピットからみつかった奈良時代の lニ師器カメで

ある。 rl W11~白内 [ fljに儲ハケがなされている。 33は弥生 l 総のァポ円縁部で、 m干26 .9cm

で亦住i色をしている。 内外lliiとも隊滅Lていて調斡不明である。

34 は 19 卜レンチの.ìlW~[fJ î FWiの地物で崎時 一1~. 6.{のツポ制部である。 Ilfl -Iー には砂粒が多 く

赤>>'H!~を世する。外l師には 4 条の沈線が 2 段分みられる。
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25トレンチ 土師:r~nn(I-5)、 自盛岡 (6 )、自信鈍 (7)、瓦怨椀 (8-12)、瓦器肌(13)、植鎗服部(14)、

土師t~;jij釜 (] 5)

5トレ yチ E器椀 (16・J7)

"トレンチ 灰馳曲器椀 (]8.19)、須恵務底部 (20)、東矯系~.!Uli器鉢(21)

12トレンチ 弥生土器底郎 (22)

mトレンチ 土師端ml(23-29)、瓦7保健 (30'31)

23トレンチ 立帥器カメ (32)、弥封土器ツポ (33)

19トレンチ 弥生土採ッポ (34)

遺物実且IJ図
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6 まとめ

今I!'!I白調ftは、これまであまり調査例のない地域での初の調布であり、しかも広大な対

象地を点々で似るという調査であった。

調子t白人;まかな概jt1については、前述のとおりであるが、時代ごとに気づいた点などを

述べまとめとし、次l悶lの調査に備えたい。

縄紋時代 調布地すぐ近くの山崎判'IJにこの時代のものと唱えられている石棒が所蔵

されている。このことから付近にはill跡があるものとみ られていたが、今|旦|の』官官では、

I : ;r.~~;はみつからなかった。

弥生時代 10・12・13・19・20-1・20-2・23トレンチから泊物等がみつかり、と

くに10・12・20ー lでは上棚 ・鴻がみつかった。 23をのぞく各トレンチはまとまりをみせ、

山保150mの川の中におさまる。時期的には、印刷!のものが多〈 、20-1トレンチでは前

期 ・中)U)・後即!と名時期のものがみられる。 19卜レンチではh綴 ・4包 1の一部が、12ト

レンチではサヌカイト塊が、 13卜レンチでもサヌカイ卜)，がみられる。これらトレンチの

南方7∞m付近では前)U)の u菌群がみつかっており(日ノドill跡)、関連ヤl がtU~1 される。

古墳時代 19・20-1・20-2卜レンチから 6II!紀代白31i.¥H慌の判、 .I:'~豚がみつかっ

た。前述の山崎和|ヰ」境内には後月I占墳が存在し、周辺にも点杭することから山崎占Jft昨白

名で呼ばれている。この，'i!1i併の基になるm滞の解明が期待される。また、 25トレンチか

らは l'I I'liM輸のほ部がみっかり、近くに削、ドされた I~i!ft の存{E':tj';も与えられる。

奈良時代 今|ロ|の調査区峨の中を市北に縦断する附泊八幡本ill糾は、 r1l代の111陽道と

ほぽ引なるものと#えられているが、このi且は111崎i1iIJ¥ Iifのある丘陵先制郎、ちょ うど

J Aて山木立Piのところで/，"折するものと唱えている。ことに日肢とそ白点側をi圏る府迫

とは、 ltι;tekl;!5mでttな段&.がつき、 IU防ili品.l:ir'o'lの際に任岐を一部削、1'.した口'JfJ産学lも唱

えられる。このため、製在調査地点方にある山本製部付近に相l制4年 (711)に投i目され

た山本駅が:!l!定されてはいるが、この同折部付近に考えることも flJfJ世であり、今同の調査

では大きな期待をもっていたところである。

議11・tの紡*、 JAがある台地上回12トレンチからは、比較的浅いところで弥生時代前)U)

の 1:墳がみつかり、北方の10トレンチでも弥生時代の締がみつかった。ところが、これら

の点方、近鉄三山本駅州側の20ー 1• 2・3トレンチからは多くの奈良時代のiti物がみつ

かり、ことに20-1卜レンチからは奈良時代の軒、ド瓦がみつか勺たほか、部分ではあるが、

方位にほぼ沿った品li¥，[校正II物跡がみつかっている。このill物跡の会l}属"1代は打穴からのill

物が抑f院であるため I~I らかでないが、奈良時代のill物を多く fTむ泣物包0;"l\Vrのドからみつ

かったこと、方形の刷方をもつこと、方町fをJ山識 Lたill物とみられることなどから、奈良

12-



飯聞からみた三山木地区

lI!j代のものとみることも可能である。とすると、 山本駅を摘成する建物l昨のー唱である有

力な候補がみつかったことになる。その検証は今後の調査の大きな割H屈である。

また、調査地北東部の23トレンチでは、地表下O.4mと浅いところから奈良l時代のピッ

トがみつかった。実は、このすぐ北側にある送屯紛の鉄塔ill瞥え工事に伴い同志社大学が

発掘調査を実施している。その際は地主下 1m程度編り下げても中世白i昌物がみられるな

ど23卜レンチとは桜相が3t1なっている。この23トレンチ付近のみ微日地状になっていたも

のと自'WiLている。

平安~鎌倉時代 13・20-2卜レンチから灰勅胸部や以色土問がみつかっている。こ

れらから、この付近では奈良H寺代につづき集落等が存在していたことがつかがわれる。

調査地凶部の 5トレンチでは、平安l時代後期頃の瓦{{i日腕が満とともにみつかっている。

西部では、こ白卜レンチ以外ill柿はなく 、ま たi世物も少ない。

25・26・27・29の各トレンチからは平安時代後期から鎌治時代相]阪のあるいは鎌合時代

のill物が多くみつかっている。ことにあ卜レンチでは良好な厚い迫物包含屈があり、u瞳・

ピy 卜が存在するなど期待される。

今岡白調査結巣については、以上のようになるが、まず弥生時代に JA三山木支応付近

にw訴が営まれたことが予恕される。続く，IT境時代はよくわからないが、奈凪時代になる

と弥生時代のやや東寄りの部分で白展開がみられる。これには、山本駅と四関係を無視す

ることはできない。平安l時代では、奈』込時代に続き同じ場所での人々の営みがみられるが、

平安時代でも後月jになると丙方あるいは北方での活動がみえる。鎌合時代になるとさらに

広い範凶での動きがみえる。それら各時代の人々 は、どのような活動をしていたのか、新

Lい時代の動きによって今日日めようとしている。

1 )足利回日 『日本古代地理研究』 大砂l立昭和]60{1~ (1985) 

2) 同志社大学校地学術調古聾u全面 r"ilî~.敷遺跡 ・ 匝凋槌穴尭嗣調査報告l~~J cr旧辺町埋磁文化財制

査報告l'リ 出1*剛拘155'1' 1980) 
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